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研究成果の概要 

本研究の目的とする映像記述のための言語創出に向けて、まずは画像データセットから語彙を抽出す

るための手法を検討した。具体的には、Few-show Learningタスクにおいてデータセット内の画像に共

通して現れるパターンの集合を特定し、それぞれのパターンに対応する特徴量から識別を行うモデル

を開発した。さらに、このアイデアを拡張し、学習で得られたパターンの集合中のそれぞれのパターン

が画像中に現れるか否かのみによって画像を記述し、識別を行うモデルを構築した。パターンの集合

は、識別性能を向上させることに加えて、元の画像が持つ情報をなるべく保存するように学習によって

決定する。このようにして得られたパターンの集合は、識別タスクのために必要な語彙と考えることが

でき、画像は語彙に含まれる単語を利用して記述される。特徴量を利用して識別する前述のモデルと異

なり、このモデルはパターンの有無のみによる画像表現を利用しており、結果として識別対象のクラス

もパターンの組み合わせによって表す。このパターンは可視化可能であることに加えて、各クラスとパ

ターンとの相関も明らかになることから、このモデルによる識別は高い説明可能性を持つと考える。こ

の成果は、コンピュータビジョン分野のトップカンファレンスである CVPR 2023に採録されている。ま

た、言語による視覚情報の表現の応用の一つとして、離散的な表現によって交絡因子の特定が容易にな

ることから、深層学習モデルが持つ社会的バイアスなどの除去にも有用であると考える。これに関連し

て、モデルが持つ社会的バイアスを定量化する手法や、画像の説明文生成のタスクにおいて社会的バイ

アスを低減する手法を提案した。これらの成果も、CVPR 2022、及び CVPR 2023に採録されている。 
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